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～３月２７日に成立した令和８年度品川区予算から主な施策を紹介します～
暮らしを支える品川区新年度予算
５種類のがん検診を
無償化

公共施設の
子ども料金を無償化

住民税非課税世帯の
エアコン購入費等助成

グループホームの拡充

その他
注目の施策

若者の不安や
悩みを解消

住まいの支援

ファミリーサポート
事業の強化

プレミアム商品券
（紙・デジタル）の発行

大崎地区で
ＡＩオンデマンド
交通実証運行 女性ＩＴ

エンジニア育成を支援

障がい者への
日常生活用具等の充実

朝の児童の
居場所事業の拡充

　がん検診の受診率を向上し、早期発
見して死亡率を減少させるため肺が
ん・大腸がん・子宮頸がんに加えて胃
がん・乳がんの検診費用を無償化

　経済的負担によって子どもに体験格
差が生じないようプールや体育館など
区有公共施設の子ども料金を無償化
【対象】区内在住の１８歳以下の方

　猛暑による熱中症を防ぐため住民税
非課税世帯（生活保護世帯含む）でエ
アコン未設置などの世帯に購入費と設
置工事費を最大１０万円助成

　認知症高齢者・障がい者が住み慣れ
た地域で暮らせるようグループホーム
を整備
●認知症高齢者グループホーム　令和
９～１１年度にかけて９０人分を整備
予定
●障がい者グループホーム　令和８年
度中に２０人分を整備予定

　生活上の不安や悩みを抱える若者が
増加傾向にあり、孤立しがちな若者を
支援するため体制を整備
●若者支援コーディネーター　若者の
不安や悩みに伴走型で支援するコー
ディネーターを配置する
●しながわほけんしつ　性に伴う知識
不足から生じる悩みが多いことから、
正しい知識の普及啓発を強化する

　区内住宅の購入・賃貸価格が高騰し、
区民生活の負担となっていることから
住まいの支援策を新設
●子育て世帯の区内定住を促進するた
め、子育て世帯が区内の住宅へ転居す
る際の転居費用を助成
【助成額】住宅購入の場合：上限３０
万円　賃貸の場合：上限１５万円
※３人以上の多子世帯は２万円加算
●区内の空き家を廉価な賃貸住宅とし
て活用する空き家バンクを開設

　共働き家庭の様々な子育てニーズを
援助する品川区ファミリーサポートセ
ンター事業を充実強化
●子育てに関する援助内容の複雑化な
どに対応するため、提供会員の研修な
ど人材育成を充実
●提供会員への報酬補助制度を新設

　物価高騰による区民の負担を軽減す
るため、プレミアム率２０％の商品券
を過去最大規模の２４億円発行
●紙の商品券　令和８年４月（６億円）
と８月（６億円）に発行
●デジタル商品券　令和８年６月（６億
円）と１０月（６億円）に発行

　区内にある公共交通の空白地帯で高
齢者や障がい者の移動を支援するた
め、区内２地区目（西品川・大崎・戸越・
豊町の一部）となるＡＩオンデマンド
交通の実証運行を開始
【開始時期】令和８年下半期

　ＩＴ企業の人材不足が顕著であり、取
り分け女性のエンジニアが少ないことか
ら、女性ＩＴエンジニアの育成を支援し、
区内ＩＴ企業とマッチングすることで女
性の就労と企業の人材確保を支援

　障がい者の日常生活の助けとなる用
具や機器にＩＣＴ機器など品目を拡充
【主な追加品目】視覚障がい者向け遠
隔サポートシステム（アイコサポート）、
スマホ・タブレット、ストマ用装具の
給付限度額を引上げ（消化器系：１２
０００円 泌尿器系：１３０００円）

　小学校の登校時刻が保護者の出勤時
刻より遅い場合、保護者の出勤時刻や
児童の朝食に支障が生じる課題を受
け、外部事業者による学校内での始業
時間前までの児童の居場所の確保と朝
食提供事業の全校展開を目指す

令和８年 号春

●AED設置コンビニ店の拡大と三角巾を追加配備　●区民葬儀制度利用者の料金負担を助成
●日中一時支援事業所の利用定員枠を拡大し｢１８歳の壁｣解消を推進
●東品川海上公園リニューアルでドッグラン整備　●アピアランスケア対象者拡大と助成内容拡充


